
▲ 投票する有権者

▲ 開票の様子

▲ 当選証書付与式の様子

結 果あわら市長選挙あわら市長選挙
１月 25 日（日）、任期満了に伴うあわら市長選挙の投開票が行われました。
投票率は 58.76％で、前回の令和 4 年市長選挙の 60.18％を 1.42 ポイント下回りました。

候補者名（敬称略） 得票数
当選 森　之嗣 7,693

佐々木　康男 5,045

得票数

投票所 当日有権者数 投票者数 投票率（％）

１ 湯のまち公民館 3,342 1,602 47.94

２ 農業者トレーニングセンター 1,752 919 52.45

３ 轟木新田ふれあいセンター 152 120 78.95

４ 本荘公民館 1,372 872 63.56

５ 新郷小学校 692 449 64.88

６ 北潟公民館 1,039 677 65.16

７ 波松小学校 430 268 62.33

８ 吉崎公民館 261 186 71.26

９ 湖東会館 396 242 61.11

10 細呂木公民館 829 544 65.62

11 名泉郷会館 839 428 51.01

12 坪江公民館 925 581 62.81

13 剱岳公民館 518 326 62.93

14 伊井公民館 1,164 744 63.92

15 さくらセンター 739 471 63.73

16 金津小学校 4,057 2,419 59.63 

17 中央公民館 3,318 1,976 59.55

合計 21,825 12,824 58.76

投票者数・投票率

　
こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
で
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
２
期
目

の
市
政
運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
市
長
と
し
て
の
使
命
と

責
任
の
重
さ
を
改
め
て
実
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
私
は
４
年
前
、
市
長
就
任
に
あ
た
り
「
市
民
目
線
の

風
通
し
の
よ
い
市
政
運
営
」
を
掲
げ
、
市
と
市
民
、
地
域

と
地
域
、
人
と
人
が
「
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
」
で
つ
な

が
る
ま
ち
を
目
指
し
、
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
北
陸
新
幹
線
芦
原
温
泉
駅
の
開
業
に
伴
う

地
域
経
済
の
活
性
化
を
は
じ
め
、
小
中
学
校
給
食
費
の

無
償
化
や
子
育
て
支
援
の
充
実
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
増
収

に
よ
る
健
全
な
財
政
運
営
な
ど
、
着
実
な
成
果
を
積
み

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
多
く

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
選
挙
を
通
じ
て
、
私
は
「
あ
わ
ら
市
を
も
っ
と

も
っ
と
住
み
よ
い
、活
気
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
た
い
」

と
い
う
思
い
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
く
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
示
し
す
る
「
６
つ
の
柱
」
を
基
本

に
、職
員
と
と
も
に
新
た
な
挑
戦
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
住
み
続
け

た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
旧
芦
原
庁
舎
の
子
育
て

拠
点
総
合
施
設
や
小
学
校
体
育
館
の
空
調
整
備
、
高
齢

者
・
障
が
い
者
の
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
の

支
援
を
充
実
さ
せ
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
市
政
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、「
市
民
と
と
も
に
目
指
す
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
で
す
。
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
商
業
施
設
の

誘
致
を
進
め
る
と
と
も
に
、
創
業
支
援
や
市
内
商
工
業

者
へ
の
支
援
、
鳥
獣
害
対
策
の
強
化
、
農
業
の
担
い
手

確
保
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、「
災
害
に
備
え
た
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
」
で
す
。
実
践
的
な
防
災
訓
練
の
実
施
や
、
上

下
水
道
施
設
な
ど
基
幹
イ
ン
フ
ラ
の
耐
震
化
を
進
め
る

ほ
か
、
主
要
道
路
整
備
の
促
進
に
向
け
、
国
・
県
に
強
く

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　
４
つ
目
は
、「
北
陸
新
幹
線
開
業
効
果
の
持
続・拡
大
」

就
任
の

ご‌
あ‌

い‌

さ‌

つ

で
す
。
児
童
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
契
機
と
し
た
駅

周
辺
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
は
じ
め
、
あ
わ
ら
温
泉
や

北
潟
湖
畔
公
園
の
魅
力
向
上
、
吉
崎
御
坊
の
発
掘
調
査

に
向
け
た
検
討
な
ど
、
市
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き

ま
す
。

　
５
つ
目
は
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
と
Ｄ
Ｘ
で
目

指
す
未
来
へ
の
挑
戦
」
で
す
。
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光

発
電
の
導
入
や
、洋
上
風
力
発
電
の
実
現
に
向
け
た
国・

県
と
の
連
携
強
化
、「
ス
マ
ホ
よ
ろ
ず
相
談
所
」
の
市
内

全
域
展
開
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
市
民
生
活
に
直
結

さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
６
つ
目
は
、「
す
べ
て
を
支
え
る
健
全
な
行
財
政
運
営
」

で
す
。ふ
る
さ
と
納
税
の
さ
ら
な
る
増
収
を
図
り
な
が
ら
、

市
民
や
職
員
の
声
を
丁
寧
に
聴
き
、事
業
の
選
択
と
集
中
、

働
き
方
改
革
に
よ
る
行
政
の
効
率
化
を
進
め
、
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
こ
れ
ら
６
つ
の
柱
を
中
心
に
、
あ
わ
ら
市
の
発
展
と

市
民
の
し
あ
わ
せ
の
倍
増
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、「
つ
な
が
る
あ
わ
ら
」

の
実
現
に
向
け
、
市
民
と
現
場
の
声
を
大
切
に
し
、
風

通
し
が
よ
く
、
公
平
・
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
を
貫
い
て

い
き
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
わ
ら
市
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▲ 疑問票を仕分ける様子

▲ 投票用紙を点検する様子 ▲ 投票用紙を数える様子
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